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鴎済6国　際爆記念田　鶴轟器廃絶闘沓苧顧悶轟射
小井川小学校アオギリの公園で、例年どおり小学生の手によって進行、平

和の火点火、太鼓演奏、ダイイン、広島市長メッセ、“一二ｒ〃ふジ、宣言　全買合唱と

全て順調に進み、菱の朝のひととき、150人の参各省は感動に浸った。歌

声も、今井市長の挨拶もさわやかであった（‥′

磯廃絶鞠健瀞撼抑蓼遠藤腰鶴魔

れ汀等尭級領の「蔵兵儲廃絶に向けて俗衆損
は卦掛的な官製をとる」どいうプラハ演親を契
機に，酸鼻的に炭薇の磯選が高まっています。
長崎、広島の軒帝展は固護本邸で演説し「核
なきせ界への流れを力強い潮流にしていこう．」
と呼びかけました。魔牒のＧ8首脳食魂でも
薇兵器のない世界を目指すと合意されました。
また長野県毯金は全国のトノブをきって、核
兵器廃絶の国際灸的締結にむけて臥奉が主導的
取り組みを果たすよう求める意見藩を、会食〆
敦で採択。我が岡谷帝議倉も同線意見番を全会
脚¢敦で挽択しました。

国際的デザイナ吋痛の三宅が魚きんはニュ馴以ヨ

融クタイムズで、広島にかかわることは埋けて
車

て

た

たが、オバマ演説が「私の奥底にしまってい

ものを尊び起こした」「（被爆者だと）声を
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義的鷺任を緒竃

冷戦的恩率に終慮儲優開票恵
め米国は安全保障戦略よの核の
役割を低減させる

追求しなければ寧鞄は永遠に
我々の拳に入らない

核のない世界に向けて具体的
な方策餐散る
（東口戦略兵蚤削減条約の新
たな合意⑳禎実験費止条約
の批准。禎不並教条的の強
化協力など）
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上げることは個人としての遺義的首位だ」と義明しました。
しかし、薇兵器廃絶の世界の流れの中で、政府は依然「核抑止力」「核の傘」
理鶉にしがみつき、ぜ界で聴脚の被爆国としての、曳導的役割を果せないでいま
す。私たちほ、まず泉卑5月の薇不審敵条約（ＮＰＴ）で明確な的泉がなされ、や

がて「′核兵器のないせ界．」が実現するようともにカを尽して行動しまし
核廃絶著名用紙を同封しました。（不足はコピ押して）取り組んで下
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14：00㌔2時間程度　県民過半数署名　核兵器廃絶署名　ビラ配り

黒牛半日　上目　一寸くさ黒亘か．■．ドべ∴…　：立上言　＝立江】
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本年は、ニ朝食をや′烏にオペラで活躍中の羽山大濠のチノー弓レヒソプ

ラノ、また新作「フォギリの歌」「西本の鉛筆」等の歌声サロンです。
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笈が亡くなって17年たっ。幼い境は私は父とよく銭湯へいった。父の体にはあ

…ちこちに傷跡があった。不思議に思って聞くと、「二れほ戦争の鴫に由泉た傷だ」
‡と教えてくれた。幼い私日まあまりよくは分からなかったが、車掌法になった頃主
車

個は、ぱっぱっと戦争の鴫の藷をしてくれた。だが多くは語らなかった。あま！仁竪い
倒

芸出したくないことだったのであろう。

芸　狛ままた太酒飲みで、登が過ぎると「俺は陸軍軍曹だ日　と三巨‖ニあげず大荒れ
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た 私は酒癖の濃い親父だとばかり思っていたが、今思えば、当時のビ
ない尊い思いを、家厳や他人にも言えず、酒にぶっつけていたのだと思
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‡父は祖父の代からの火作り鍛冶屋で、20歳で戦争に行き、戦争末期にはフィ
♯

‡リッピンのある島にいた。　物資補給を断たれ、武器弾薬、食確もなく、アメリカ
‡軍の艦砲射撃によって山々は赤肌となり、食月狛こしょうにも、小動物はおろか昆虫
ネ

…さえもいない状況の車で，アメリカ軍が上陸してきた。
‡　父はその時、マラリヤに捲っていたため見捨てられ、息のあるまま放置されてい：

…た。「〃このまま死ぬのかな」と鴬悟をきめていた噂、父を患う戦友連に助け出き
：れ、手当てを受けて、昭和20年最終帰回船で帰ることができたそうである。
父七日ヨ頃から戦友を大切にし、お互いに信じあい助け合ってきた。その深い絆に

：よって苛酷な戦場から生きて帰れたのである。
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父は生真面目でお人好し、自分の気持ちに嘘のつけない人であった。「自分は生

て帰れただけで良い。戦場で無念の思いで死んでいった戦友を思うと、どうして

受け取る気日まなれない」といって、国の軍人恩給の受け取りを頑なに拒否し通
た。今になって、私は父の′鳥が分かる気がする。

父の、ひとを愛し大切に思う′鳥は、私の人生を方向づけたと思う。お互いに憎み

：あい報復Ｌあう悲惨で愚かな戦争よりも、東泉の子供達のためになすべきことは沢

‡山ある。私は戦争の恩かきとともに、日本国憲法第九条の精神を、次の世代にきち

…んと伝えていかなくてほならないと思う。
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